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営繕工事における快適トイレ設置工事実施要領 

令和７年（2025 年）12 月 22 日 改定 

１ 目的 

昨今、建設業界においては、担い手不足が懸念され、若手の技術者や技能労働者の確

保・育成を中心とした将来の担い手確保が重要な課題である。 

建設現場を男女ともに働きやすい職場環境へと改善することにより、担い手確保・育

成に寄与することを目的に、営繕工事の現場内に設ける仮設トイレを「快適トイレ」と

するものとし、実施方法、 提出資料、その他必要な事項について定める。 

 

２ 適用 

令和８年４月１日以降に入札を行う工事について適用する。 

 

３ 対象工事 

（１）現場単位で代表する工事を対象とする。ただし、小規模な設備工事等、快適トイレ

の設置期間及び工事費に占める設置費用等を勘案し、設置の効果が不十分と考えられ

る場合は対象外とする。 

（２）前号以外の工事についても、受注者から設置の申し入れがあった場合、協議のうえ

可能な範囲で対象にできるものとする。 

 

４ 快適トイレの仕様 

快適トイレとは、次の（１）及び（２）の各項目を全て満たすものとする。 

（１）快適トイレに求める標準仕様 

①洋式便座 

②水洗機能（簡易水洗、し尿処理装置付き含む） 

③臭い逆流防止機能（フラッパー機能：必要に応じて消臭剤等活用し臭い対策を取る

こと） 

④容易に開かない施錠機能（二重ロック等：二重ロックの備えがなくても容易に開か

ないことを製造者が説明出来るもの） 

⑤照明設備（電源がなくても良いもの） 

⑥衣類掛け等のフック付、又は、荷物置き場設備機能（耐荷重５kg 以上） 

（２）快適トイレとして活用するために備える付属品 

⑦現場に男女がいる場合に男女別の明確な表示 

⑧入口の目隠しの設置（男女別トイレ間も含め入口が直接見えないような配置等） 

⑨サニタリーボックス（女性専用トイレに限る） 

⑩鏡付きの洗面台 

⑪便座除菌シート等の衛生用品 

 

５ 対象工事である旨の明示 

入札公告及び特記仕様書において、快適トイレ設置工事の対象であることを明示する。 

 

６ 快適トイレの設置にかかる費用 

（１）現場内に男女別で各１基ずつ設置することを原則とする。ただし、女性が現場にい
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ない場合はこの限りではない。 

（２）快適トイレの設置に要する費用（運搬費、据付費等を除く）について、共通仮設費

（積上分）に、数量１基×月数分（概数）を計上し、設置した月数の実績に基づき概

数確定を行う。 

 

７ その他 

この要領に定めのない事項については、必要に応じて受発注者の協議により定めるも

のとする。 

 

８ 実施フロー 

 

工事発注時 

・入札公告文や特記仕様書に当該工事が対象工事である旨を記載する 
・数量１基×月数分（概数）を計上する  

契約後、施工計画書提出時 

・受注者は、工事着手にあたって、仕様を確認できる資料（施工計画）を監督員
に提出する 

・監督員は、仕様が４（１）及び（２）に定める基準に適合することを確認する 

完成前 

・設置した月数の実績に基づき概数確定を行う 

快適トイレ設置 

・受注者は、快適トイレを現場内に設置する  


